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※子ども奨学金ニュースレターWeb 版は個人情報などの都合上、内容を一部変更して

います。 

第３期奨学生が決定しました！ 
2010 年 3 月 1 日～2010 年 3 月 24 日の申請期間に 9 名の奨学金申請者があり、書類選考の結

果 8 名を面接審査することになりました。4 月 3 日の面接審査は、定住外国人子ども奨学金実

行委員会から樋口副委員長・玉田委員・竹沢委員が担当しました。代表して定住外国人子ども

奨学金実行委員会・樋口副委員長より面接の結果についてご報告します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平素より、定住外国人子ども奨学金をご支援いただき心より感謝申し上げます。 

第 3 期定住外国人子ども奨学金奨学生の選考を行いましたのでご報告いたします。3 月 24

日までの申請期間に 9 名の応募がありました。その後 3 月 28 日の実行委員会にて書類選考を

行い、4 月 3 日に１人 15 分程度の面接審査を実施、その結果、中国人男子学生 1 名、ベトナ

ム人男子学生 1 名、ベトナム人女子学生 1 名の計 3 名を採用することを決定いたしました。 

選考基準の在り方については、面接試験を担当した玉田先生、竹沢先生との間で協議を行

い、本奨学金の趣旨にあわせ、成績や生活態度、経済状況にくわえ、社会活動への参加や、

外国にルーツを持つ子どもたちのロールモデルとして活躍してくれるかどうかということを重視し

ました。 

昨今の不況を背景に、それぞれが経済的な厳しさを抱えている状況が見られ、3 名しか採用

できない難しさをあらためて感じた審査でした。 

本年度で奨学生の人数も 9 名に増えました。今後とも奨学生へのご支援をどうぞよろしくお願

いいたします。 
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今回のニュースレターでは、１期奨学生のみなさんには３年生になったいま高校卒業に向けて、２期

奨学生のみなさんには高校１年間を振り返ってもらいました。３期奨学生のみなさんには自己紹介や

高校生活に対する抱負等を、作文に書いてもらいました。 

            ◆３期生◆                               
Ｎさん  

皆さん、こんにちは！十六歳の時に日本に来て、中学の二年生に編入しました。その時

に日本語がさっぱり分かりませんでしたが、日本語を勉強しながら、中学校に通っていま

した。学校の先生や KFC のサポートのおかげでよく日本語が分かってきて、学校の生活

をスムーズに送ることができました。とはいえ、最初はいろんなこと、日本語の壁や習慣

の違いで困っていました。しかし、諦めずに一生懸命頑張ってきました。 
三年生になって陸上部に入って友だちと仲良く楽しく練習していきました。その結果、

区の陸上大会で優勝しました。そして、日本語をよく理解できるにつれて、各科目をよく

分かるようになってテストの点数もますます上がってきました。 
 両親は僕より先に日本に来ましたが、日本語があまり分かりませんので、肉体労働しか

できません。仕事がいろいろ大変だと思うので、毎日よく話をしたり、家の手伝いをした

りしています。 
 日本語学習は、いろいろ面白くて、経験もたくさん積んできました。それで外国語学習

が好きになりました。それらの経験を生かして、今英語を勉強しています。もともと音楽

も大好きなので、リラックスをする時に役立つかなと思って日本語や英語の音楽をよく聴

いています。国際文化にも関心があるので、いろんな国の友達を作りたいと思います。 
■ 高校に進学してどんなことをしたいと考えていますか？ 

まず、高校生活に慣れ、友人関係を大切にしたいと思います。日本人とのコミュニケー

ションが難しいと言われていますが、それを乗り越えられて、友達をたくさん作るように

毎日努力しています。 
 英語が大好きなので、ESS 部に入学しました。そこに入って、英語を使える機会が増え、

話せるようになりたいので、頑張って一生懸命英語を勉強したいと思います。 
 大学に進学したいので、一年から受験対策を行いたいと思います。そのために、塾に通

ったり時間をたくさん使って頑張って勉強したいと思います。 
 今まで、ずっと支えられてきたので、誰かに支えられるようにしたいと思って、後輩に

日本語や自分の経験を教えたり、何かを手伝ってあげたりしたいと思います。ですので、

今年、ボランティア活動に参加しようと思います。 
■ 将来の希望 

高校卒業後、大学進学したいと思います。具体的に言えば、もともとコンピューターが

好きなので、国公立大学の情報工学に進学したいです。 
 色んな言語が話せること、多文化の経験を持っていますので、それらを生かせる国際的

な仕事をしたいと思います。そして、国際的な子どものためのボランティア活動にも積極

４月２５日奨学金に関するガイダンスと交流会をおこないました。3 期生のみなさんは緊張気味で

したが、先輩奨学生たちが盛り上げてくれた結果、アットホームな交流会になりました。 
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的に参加して、社会貢献をしていきたいと思います。 
Ｓさん  

私は、中国の大連からきました。15 歳の時に日本に来て、中学校 1 年生に編入しました。

中学校時代に頑張った事は部活のバスケットボールです。日本語の勉強は大変だったので

すが、日本の友達ができたり、修学旅行に行ったりしたことが楽しかったです。中学校時

代は学校のルールを守り一度も休んだ事がありません。 
 僕の家族は、3 人家族です。僕は音楽を聴いたり、パソコンをすることが好きな普通の

少年です。ただ、人に自信を持って言えるとするならば、わるいことを絶対にしないこと

です。 
 将来の夢は通訳になりたいので、それにむけていっしょうけんめい勉強しています。 
■ 高校に進学してどんなことをしたいと考えていますか？ 

高校に進学したあとは、いい成績をとるために頑張ります。また、学校以外でも日本語

の勉強をして、確実な能力を身につけたいと考えています。欲をいえば、日本語の N1（日

本語検定１級）と英語と漢字を取得したいです。 
 
L さん  
 7 歳の時日本に来ました。小学生の 1 年生に編入しました 友達がいっぱいできて、修

学旅行で楽しい思い出がいっぱいできました。家族と日本でがんばって生活しています。 
趣味はお菓子作りです。得意なことは子どもの世話をする事。高校を選んだ理由は、し

つけに厳しくきちんと教えてくれる学校だからです。 
■ 高校に進学してどんなことをしたいと考えていますか？ 
 友達をたくさん作り、そして協力して楽しい高校生活を送りたいです。 
 そして中学校の時にあまりできなかった勉強を頑張りたいです。それから無遅刻・無欠

席を目指したいと、思います。私のような、高校を目指している外国人の子ども達に、勉

強の大切さや高校生活の楽しさを伝えたいと思っています。私は、高校ではボランティア

部に入りたいと、思っています。 
■ 将来の希望 
 私は、小学校から看護師になる夢をもっていました。高校を卒業して看護専門学校に進

学して勉強したいと思っています。 

 

            ◆２期生◆                               
Ｏさん  
 朝はいつも 6：30 に起きます。パンと牛乳たまにお父さんが作ってくれた半熟たまごを

食べます。すごくおいしいです。ご飯を食べて制服を着替えて、だいたい 7 時 10 分頃家

を出ます。8：40 に点呼で HR です。8：50 から授業が始まります。 
 家から自転車で JR まで行き、電車にのります。駅から歩いて学校まで行きます。 
 学校では礼儀作法を勉強しています。専門的な礼儀作法を教えてもらっています。教養
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を高められます。いろんな資格が取れるように 2 年生になった専門的なコースに分かれま

す。 
 好きな科目は、保健体育と体育です。高一のとき、数学も好きだけど高二になって苦手

になりました。 
 苦手な科目が国語古典です。一年生とき古典またそんなに難しくなかったけど二年生に

なって急に難しくなったみたい。今の国語授業はほとんど分かりません。 
 二年生になって仲いい友達とアニメの話とかテストの話とかよくします。放課後、学校

でうろうろする習慣がないから授業と掃除が終わった後一番速いスピードで家に帰ります。

（私にとって家が一番リラックスできるところです。） 
 二年生になって友達がいっぱいできて毎日大変楽しい時間を送っています。私は話をす

ることが好きですから、周りの友達らも明るい人が多いです。 
 体育の授業が一番気に入っています。友達とゲームで遊べますし、リラックスもできる

し、だから体育の授業が好きです。 
帰宅時間はだいたい 4 時 30 分です。いつもお母さんが夕食を作ってくれます。とても

美味しいです。中華料理ほとんど毎日食べられます。とても幸せです。食後お母さんと一

緒に食器を洗います。見たいテレビ番組がなかったら勉強か本を読みます。最近ミステリ

ー小説にハマっています。その中の〈心霊探偵ハ雲〉という作品は一番気に入っています。 
 たまにアニメのキャラクターの絵も描いています。絵を描くことが大好きだけどあまり

上手くないです。テストの前は必ず朝の３時まで必死で勉強します。 
■ １年生の思い出 
 高校一年生で行った蒜山研修一泊二日が印象深いです。 
 都市を離れ山に向かう。着いた瞬間新鮮な空気が私の鼻に入り込みました。周りに高い

ビルがない車もないこの世界と私たち。１６年生きて来た世界と全然違うみたい。夜、班

員たちと一緒にお風呂入ります。あまり大きくないけど、とてもきもちよかったです。お

風呂後補習があり、数学を勉強しました。蒜山の夜空はとてもきれい星がいっぱいありま

す。キラキラと輝いている。そして初めてみんな一緒に寝るのでとても興奮です。朝の４

時までずっと喋りました。蒜山研修旅行が印象深かったです。 
 今年２年生になりました。クラス換えはとても嫌だった。仲のいい友達と全員お別れに

なりました。とても悲しいけど、あたらしいスタートをしなければならないので、私は観

光コースを選びました。いろんな資格が取れるし、国際的な知識も教えてくれます。将来

世界的に活躍できる仕事に就職したいと思います。今年１年いろんな資格が取れるように

頑張って取り組みたいです。 
 

M さん  
 朝起きる時間はいつも７：００です。朝食はほとんど牛乳とパンだけです。一人で食べ

ます。家を出る時間は８：００で学校に着くのは８時２０分ぐらい。授業８：４０に始ま

ります。 
 学校の好きなことはいろんな国の言葉を学ぶことです。 
 好きな科目は英語、嫌いな科目は数学、理科と体育です。スポーツをするのはあまり好
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きじゃないです。昼食はいつも友達と食べます。 
放課後はときどき残って先生と勉強します。 

 家に帰る時間はほとんど６：００ぐらいです。夕食はいつもお父さんとお母さんといっ

しょに食べます。夕食後はいつも宿題をしたり、映画を見たりしています。 
■ １年生の思い出 

私は高校に入った時、不安いっぱいでした。勉強は難しくなったので、必死に勉強しな

いと単位がとれないからです。一番難しかったのは、国語と理科です。でもいい点数をと

るためにいつもがんばっていました。 
１年を振り返って、印象に残ったことは文化祭と体育大会でした。文化祭で特別賞をと

りました。今年、がんばりたいことはやはり勉強です。とくに英語と国語です。 
 

R さん  
毎日、朝は５時半に起きて、お弁当を作って朝練に行っています。朝ごはんはお弁当を

作りながら食べます。家を６時過ぎに出て、自分の家から学校行きのバスが止まるバス停

まで、自転車で２０分かけて毎日学校行っています。 
 学校の特色といえば、自然がいっぱいってことぐらいです。生徒はみんな明るいです。 
 先生と生徒の間はとても明るく、とても分かりやすい授業だと思います。好きな教科は

英語です。選択も英語をとっています。苦手な教科は国語です。友達どうしで集まって喋

ったり、次の授業の用意などをしながら過ごしています。 
 放課後はひたすら部活動しかやっていません。一年生の頃から、クラスメイトの中で友

達ができたり、部活で友達ができたり友達をいっぱいつくりました。 
 帰る時間は部活の終わる時間とバスの関係で８時～８時半の間です。 
 家に帰って夕食を食べます。お風呂入ってからその日の宿題などをできるだけするよう

にしています。テスト勉強をしたり、サッカーノートを書いたり、筋トレなどをしたりし

ます。 
 

            ◆１期生◆                               
Ｋさん  
 昨年１年間は、たくさんの出来事がありました。 
 ２年生ということもあり、行事も全部２日目で、少し慣れたところがあり、修学旅行も

あってすごく思い出深いです。 
 クラスも仲の良い友達ができたし、クラスのみんなとも仲良くできたから、毎日がとて

も楽しくて充実していました。 
 一番思い出に残ったという出来事は特にないけど、強いて言うなら、本当に何でも話せ

る友達ができたことだと思います。だから一番の出来事は昨年１年間ずっとかもしれませ

ん。昨年１年は様々な事があったけど、本当にあっという間に終わってしまいました。新

年度がはじまってすぐにあった六甲登山はしんどかったので、あまり人としゃべらずに登

ったけど、帰りは友達とずっと喋りながら帰りました。 
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 文化祭はあまり周れなかったけど、調理室でみんなと楽しく作れたし、他のクラスの余

った分を食べてお腹いっぱいになりました。 
 ２学期になって、合唱コンクールは修学旅行で行うことになってしまいましたが、体育

大会はすごく楽しかったです。ビリになってしまったけど。修学旅行は本当にとても幸せ

な四日間だった。言い表せないほど。 
 ３学期は何もかも２年生最後になってしまって、楽しかったけど、悲しくもなりました。

最後の体育週間では、一回しか勝てませんでした。クラスはとても盛り上がりました。先

生も私たちの応援を頑張る姿を見て感動したとも言ってくれました。授業中は、失態を見

せてしまったときもあったけど、楽しくて本当に心地のいいクラスでした。先生もすごく

熱心で、私たちのことを考えてくれて、いろいろ相談しやすかったです。毎日ではなかっ

たかもしれないけど、素敵な１年間でした。 
■ 普段の活動について 

外国にルーツを持つ子どもの母語支援を主に行っています。子どもの中には日本生まれ

で、日本育ちの子どもが多いけど、親が外国人であったりするため、完璧ではないけど、

母語を分かっています。 
 親同士も仲が良く子どもにペルーのダンスを教えて活動しています。この活動を始めて

１年以上経ちますが、子どもの学習面での成長も、人間性などの面においての成長もみら

れてとても興味深くておもしろいものだったと思います。 
 子どもだけではなく私自身もいろいろな面において学ばされることもあるし、成長でき

る部分もあると思います。この活動を続けたいですが、受験の間は休み、また大学に入っ

てからやろうと思っています。楽しくて、やりがいのある活動だと思います。 
 
Ｙさん  
 ２００９年も様々なことがありましたが、一番印象に残っていることは、部活です。私

はコーラス部の部長をしています。先輩がいなかったので１年生の時から部長をしていま

した。まだ会って１年もたっていません。同学年の仲間達をまとめることは難しいことで

した。意見が合わずケンカもよくしましたが、みんな歌うことは好きだったし、歌ってい

る時は楽しいと感じていたので少しずつ和解し、仲良くなることができました。 
 私の学校のコーラス部は校外での発表会などにあまり出演したことがなくひっそりとし

た活動でしたが、このメンバーで何かをやり遂げたいと思うようになり、活動を広げてい

くようになりました。 
 そして、昨年１１月に行われた兵庫県総合文化祭という発表会に初挑戦することを決め

ました。３０校くらいの高校コーラス部が集まり発表します。年に一度の行事に学校で初

めての単独出演は楽しみでもあったし、緊張することでもありました。コーラス部にはす

ぐ緊張する友達と、先生が何人かいたため、練習途中に少し色々ありましたが、誰かが始

めないといけないし、その行動が「始まり」となり、「伝統」になっていくことを望みなが

ら毎日練習に励みました。 
 １１月はインフルエンザが流行っていたため、1 人でも感染者がいれば出場停止になる

ということだったのですが、当日になって私たちの前に発表する予定だった学校が立て続
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けに出れなくなり、いきなりトップバッターというハプニングがありましたが、緊張しつ

つも、堂々と歌い終えることができました。緊張していたし、初めての経験だったので、

出来はあまり良くないものだと思っていたのですが、「上手だった」「感動した」と褒めら

れた時は、素直に嬉しかったし、自信になりました。今年は最後の１年なので、NHK 合

唱コンクールに挑戦する予定です。 
 もちろん部活だけに打ち込むわけではなく勉強もしっかりやろうと思います。２年の頃、

学期成績が今まで一番良かったので、３年の１年もまた一生懸命しようと思います。 
 高校に入ってはじめて、自分の好きな事を見つけ、打ちこむことができました。親とそ

して支えてくれているみなさんのおかげで、本当に楽しい毎日を過ごすことができていま

す。感謝しています。 
 
V さん  

一年振り返って、一番がんばったことは３年で卒業ができるように定通を受けました。

普通は４年で卒業ですけど、定通と言うのは放課後にのこって勉強して、単位をいっぱい

集めて早く卒業できるのです。 
いつも遅くまで勉強して、単位が取れるだけではなく、授業ではわからないことがあれ

ば先生がしっかり教えてくれました。この一年間は単位がいっぱいとれてすごくうれしか

ったです。 
■ 選択科目について 

簿記、実用計算を履修しました。電卓検定をうけたけど、不合格でした。また今年も受

けたいと思います。 
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今年度も引き続き、募金箱設置にご協力いただきありがとうございます！ 

（順不同、2010 年 5 月現在） 
ＦＭわぃわぃ、（財）神戸国際協力交流センター、NGO ベトナム in KOBE、神戸映画資料館、ほっとすてーしょ

ん、神戸合同法律事務所、神戸市教職員組合、神戸市教育会館、兵庫県学校厚生会神戸支部、広東料理

悠苑、甲南女子大学多文化コミュニケーション学科、(株 )浜屋、尼崎市国際交流協会、南あわじ市国際交流

協会、高砂市国際交流協会、タンカフェ、ひめじ発世界、神戸 YWCA、ベトナム料理メコン、インド料理チャル

テ・チャルテ、マルヨネ 4 番館、チャオサイゴン、龍谷大学ボランティアセンター、ブラジリアーノ、民団西宮支

部、韓国商工会議所 

今後も引き続き、募金箱設置をお願いいただける団体・店舗を募集しております！ 
皆様のご協力を宜しくお願いいたします。 

ご寄付を頂き、ありがとうございました。 

（2010 年1 月10 日～2010 年5 月18 日分・敬称略・順不同）。今後ともよろしくお願いいたします。 
加藤眞澄、唐津栄次、宮崎克樹、宮崎善子、韓国商工会議所、金宣吉、宮崎史子、中尾秀一、川辺比呂子、芦田俊、 

兵庫高齢・退職者連合、兵庫県産業労働部、柏木朱美、神戸大学震災救援隊、山川亜紀、在日コリアン保護者の会、 

野崎法子、和田幹司、金信鏞、武田雄三、田中香織、野津隆志、済鱗寺、中溝茂雄、未来教育ゼミ、古山良美、 

ひめじベトナム人支援懇話会、南米レストランパイザオン、中山幸夫、柏崎千佳子、川北ユキ子、神戸ＹＭＣＡ、 

灘チャレンジ実行委員会、高砂市立米田西小学校、志岐良子、（匿名2名） 

＝＊＝＊＝＊＝＊＝＊＝＊＝＊＝＊＝＊＝＊＝＊＝＊＝＊＝＊＝＊＝＊＝＊＝＊＝＊＝ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

奨学資金の寄付を受付中です 
通信欄に「定住外国人子ども奨学金」とご明記の上、 

郵便振替口座  00990-4-18945 神戸定住外国人支援センターまでお願いいたします。 

問い合わせ先    定住外国人子ども奨学金実行委員会 

〒653-0038 神戸市長田区若松町 4-4-10 アスタクエスタ北棟 502  

NPO 法人 神戸定住外国人支援センター（KFC）気付 

TEL078-612-2402 FAX078-612-3052 

E-mail kfc@social-b.net Web http://www.social-b.net/kfc/scholarship/ 

KOBE カンタービレコンサートご報告 
当日のコンサートには 400 名近くの聴衆にお集まりいただき、アットホームな雰囲気

のもとチャリティーコンサートを実施することができました。当日の募金も含めて、当

初予想していた以上の約 170 万円もの基金を募ることが出来ました。コンサートでは、

定住外国人子ども奨学金の奨学生が壇上にあがり、奨学金活動への理解を求めるととも

に社会に向けてメッセージをアピールしました。ご協力いただきました皆さま、誠にあ

りがとうございました。 
 
 
 
 

 

 


